
 

 
 
 
 

アートの視点から「雅
が

羅素
ら す

」と遊ぶ 

林 孝子  展 
 

 JR岐阜駅に隣接するアクティブＧ３階ＴＡＫＵＭＩ工房では、平成２０年６月６日（金）から６月

３０日（月）まで標記企画展をデザインギャラリーで開催します。 

 無色透明な一枚の板ガラスの魅力を知り尽くした林氏。一枚二枚と重なる板ガラス、作家ならでは 
の感性と遊び心がきらりと光った作品が生まれました。 
 今回は、林氏の情熱で生まれ変貌したオブジェ、粋な器、お洒落なアクセサリーなど約１３０点を

展示（販売）します。 
なお、期間中６月６日（金）は１０時～１９時まで、同展会場で同氏がご案内する予定です。 

 
１ 期 間   平成２０年６月６日（金）～６月３０日（月） 

        １０：００～１９：００（最終日は１７：００に閉場） 
 
２ 場 所   岐阜市橋本町１－１０－１ ＪＲ岐阜駅・アクティブＧ３階 

 デザインギャラリー    （入場無料） 
 
３ 主 催   財団法人岐阜県産業経済振興センター   

           
４ 企 画   林 孝子（はやし・たかこ） ７０歳 （連絡先）住所：岐南町三宅 3-264 

 

５ 略 歴    １９８５年より板ガラスによる造形を始める 

        朝日現代クラフト展入選 全国発明くふうコンクール入選  
中部ガラスアート展入選 高岡クラフト展入選 日本クラフト展入選  
国際ガラス展金沢９０入選  
東海ガラスアート展 奨励賞  金沢工芸大賞コンペ 大賞 

        個展(岐阜、名古屋、浜松、一宮、倉敷、八ヶ岳、横浜など多数) 
 
 
６ 企画展によせて（林 孝子） 

５０００年前ガラスは誕生 〈人工の宝石〉といわれた。 

板ガラスはシリアではじめて紀元前３０年に作られた。 

    日本では明治４０年に旭硝子が成功する。 

    昭和３０年 錫のプールにガラスを浮かべ大きく平らなガラス誕生。 

    ガラスの割れる音が小気味良いと聞けた時から悲鳴に聞こえ 

    捨てるガラス 倉庫に眠るガラス＜生かす＞ガラス造る 
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